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１．はじめに－弥生時代について－

（１）狩猟・採集から農耕・生産へ

①灌漑施設を伴う水田での稲作

②土器の器種の変容

縄文時代の深鉢・鉢が主体の器種構成から甕・壺が主体の構成へ

③木材加工用の新しい石器

大陸系磨製石斧－伐採・製材・加工のための新しい道具により木材の加工技術が飛躍

的に進んだ。

④木製農具などの発達

鍬・又鍬・鋤・えぶり・砧など、基本的な農具の構成はほぼ完成。

⑤金属器の出現

（２）集団間の争い

水争い・略奪などを目的とする集落間の争いがはじまる。

武器の使用・防御的集落

（３）自然を開発する時代

２．神奈川県の弥生時代と矢ノ津坂遺跡（弥生時代中期後半を中心に）

（１）神奈川県の弥生時代

①遺跡の分布

弥生時代中期中葉頃までは、比較的山間部に寄った分布。

弥生時代中期後葉から低地沿いに進出、集落数が増大する。

②集落様相

環濠集落などの中心集落と小規模な集落

（２）矢ノ津坂遺跡

①矢ノ津坂遺跡の立地

狭い尾根上の集落－防御的集落か？

②集落の様相（各時期の概観）

継続的に営まれた

③出土した遺物から解ること

生業を推測する

④矢ノ津坂遺跡の性格

３．まとめ



- 2 -

■参考文献■

赤坂遺跡調査団「三浦市赤坂遺跡」1977

伊藤 郭他「大塚遺跡」遺構編 港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告ⅩⅡ1991

横浜市埋蔵文化財センター

1991 92谷口 肇「神奈川『宮ノ台』以前 『古代』」

三浦市教育委員会「赤坂遺跡にみる遠い祖先のくらし」三浦市埋蔵文化財調査報告1992

書第２集

岡本 勇他「大塚遺跡」遺物編 港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告ⅩⅤ1994

（財）横浜市ふるさと歴史財団

横浜市歴史博物館（財）横浜市ふるさと歴史財団「弥生の“いくさ”と環濠集落－1995

大塚・歳勝土遺跡の時代－」

国立歴史民俗博物館「倭国乱る」1996

中山誠二『 灌漑型水稲作の波及・定着論」分析ノート 『西相模考古』第７号西相1998 「 』

模考古学研究会

1999 46谷口 肇「池子遺跡群Ⅹ №１－Ａ地点」かながわ考古学財団調査報告

谷口 肇「池子遺跡群総集編－池子米軍家族住宅建設にともなう発掘調査記録－」1999

（財）かながわ考古学財団

岡本孝之「関東の環状石斧 『西相模考古』第９号西相模考古学研究会2000 」

谷口 肇「 かながわ」における弥生文化形成期の様相について」公開セミナー『弥2000 「

生時代の幕開け－縄文から弥生への移行期の様相を探る－ （財）かながわ考古』

学財団

及川良彦「住居と掘建柱建物跡（関東）－関東地方の弥生時代集落の様相－ 『静岡2002 」

県における弥生時代集落の変遷』静岡県考古学会

弥生時代研究プロジェクト「宮ノ台式土器の研究（２ 『かながわの考古学 （財）2003 ）」 』

かながわ考古学財団研究紀要８

2006 198吉田政行・新開基史 高尾横穴墓群・矢ノ津坂遺跡 かながわ考古学財団調査報告「 」

■入門書■
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